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大会プログラム
第1日目　9月9日（土）

受付時間  9 : 15～

午前の部 10 : 00～12 : 30

自由報告（1）
①女性の就業（第6講義室） 司会　西村純子（明星大学）
①-1 妻の再就業行動における夫の働きかけ

―日本人海外駐在員夫婦のインタビューから―
高丸理香（お茶の水女子大学）

① -2 高学歴女性の就業・家族関係に関する日台比較
―EASS及びデプス・インタビューによる分析―

寺村絵里子（明海大学）
孔　祥明（世新大学）

① -3 中国若年女性の将来展望
―結婚観、家族観、就業についてのインタ
ビュー分析―

府中明子（千葉大学・院）

① -4 有職母親のキャリア教育経験が仕事満足感へ与え
る影響

佐野潤子（お茶の水女子大学）

②家族支援（第7講義室） 司会　村田泰子（関西学院大学）
②-1 「健やか親子21」以降の母子保健政策における不

妊対策の展開
由井秀樹（静岡大学，日本学術振興会）

②-2 少子化社会と出産支援のゆくえ
―「助産・介助」から「管理・中央管理へ」―

中山まき子（同志社女子大学）

②-3 保育所を利用する母親の保育士に対する信頼感の
獲得要因

水枝谷奈央（お茶の水女子大学・院）

②-4 子育て支援に関する母親たちのニーズとその背景 仁科　薫（大妻女子大学）
②-5 男女共同参画センターにおける男性支援事業の動

向と課題の考察 
―男女共同参画センターの現場から―

水野　奨（ 特定非営利活動法人ファザーリング・
ジャパン関西）

国際セッション

ケアネットワークと親密性 
―中国・デンマーク・日本を対象とした国際比較からのインプリケーション―（第4講義室）

オーガナイザー・司会　宮坂靖子（金城学院大学）
（1）-1 中国都市部における高齢者のケアネットワークと介

護の課題 ―大連市での調査を中心に―
李　東輝（大連外国語大学）

（1）-2 中国都市部における「スーパーママ」という 
新母親像の誕生 
―育児資源のWeChatママグループの調査から―

鄭　楊（哈爾浜師範大学）

（1）-3 デンマーク社会における子育ての実態と子育て観
―子育てにかかわるのは誰か―

青木加奈子（京都ノートルダム女子大学）

（1）-4 ケアネットワークと情緒規範の国際比較・試論 
―中国・デンマーク・日本の育児に付与される
意味―

宮坂靖子（金城学院大学）

討論者 木脇奈智子（藤女子大学）
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昼食・委員会 12 : 30～14 : 00

午後の部 14 : 00～16 : 30

自由報告（2）

③子育て・家庭教育（第4講義室） 司会　天童睦子（宮城学院女子大学）
③-1 キャラクターを通じた母子のコミュニケーション 堀井香奈子（お茶の水女子大学）
③-2 母親の人づきあいと教育態度

―家族内外のパーソナルネットワークに着目して―
荒牧草平（日本女子大学）

③-3 母親の家庭教育負担とストレス
―育児期とポスト育児期の比較に着目して―

森村繁晴（放送大学・院）

③-4 小中高校生の親のかかわりとそれに影響を与える要因
―JLSCP2015-2016調査を用いて―

邵　勤風（ベネッセ教育総合研究所）
橋本尚美（ベネッセ教育総合研究所）

④資料から見る家族の姿（第5講義室） 司会　佐藤宏子（和洋女子大学）
④-1 ＜家族＞は、どの程度、実現していたのか？

―宗門改帳を用いた歴史社会学的分析―
中島満大（県立広島大学）

④-2 戦後の「純潔教育」言説の展開（2） 
―1947–1972年養護教諭専門雑誌『健康教室』
における「純潔教育」関連記事を中心に―

柳園順子（姫路大学）

④-3 団地家族の表象
―1950～60年代の団地をめぐる言説にみる家
族と社会―

本多真隆（早稲田大学）

④-4 「おくやみ」欄が映し出す家族の姿
―2007年と2017年の地方紙調査を通して―

金沢佳子（千葉大学）

テーマセッション（1）企画全体提案型

育児期の家族の IT利用が子育てと夫婦関係に与える影響
―日本・韓国・アメリカ・スウェーデンの国際比較から―（第6講義室）

オーガナイザー・司会　牧野カツコ（宇都宮共和大学）
（1）-1 日本・韓国・アメリカ・スウェーデンの家族と子育

て・IT利用
牧野カツコ（宇都宮共和大学）

（1）-2 4か国の育児期の父親・母親の IT利用の実態 尾曲美香（お茶の水女子大学・院）
（1）-3 母親の IT利用は夫婦間の子育てに関する意思決定

にどう影響するか
中川まり（お茶の水女子大学）

（1）-4 父親の IT利用は父親アイデンティティ・夫婦関係
良好度・育児参加をどう変えるか

佐々木卓代（お茶の水女子大学）

（1）-5 4か国の父親の ITの育児利用が親による子どもの社
会情緒的発達の評価に及ぼす影響 
―ITの遊び利用・育児情報収集利用―

加藤邦子（川口短期大学）
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テーマセッション（2）報告者公募型

人口変動と家族変動―その関係とメカニズムの検討―（第7講義室）
オーガナイザー　白波瀬佐和子（東京大学）
司会　三輪哲（東京大学）

（2）-1 子どもの需要水準の変化とその背景（出生動向基
本調査の分析結果より） 
―出生意欲の低下と子どもへの教育期待―

新谷由里子（東洋大学）
守泉理恵（国立社会保障・人口問題研究所）

（2）-2 三世代同居と子ども数の関係 
―静岡県を例として―

鈴木貴士（筑波大学・院）
尾崎幸謙（筑波大学）

（2）-3 社会的不平等拡大への検証 
―出生力低下を考慮した学歴間格差に着目し
て―

毛塚和宏（東京大学）
白波瀬佐和子（東京大学）

（2）-4 家族形成期の行動・意識の変化は回顧調査でどこ
まで把握できるか 
―郵送回顧調査NFRJ-16Rの結果概要―

保田時男（関西大学）

（2）-5 社会階層論からみる世帯規模の縮小 白波瀬佐和子（東京大学）

会長講演（第3講義室） 16 : 45～17 : 15

総会（第3講義室） 17 : 20～18 : 20

懇親会（第1・第2講義室） 18 : 30～20 : 00
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第2日目　9月10日（日）

受付時間  8 : 45～

午前の部1  9 : 15～10 : 45

自由報告 （3）

⑤家族福祉（第4講義室） 司会　杉井潤子（京都教育大学）
⑤-1 中年期未婚女性の経済状況と親子関係 大風　薫（お茶の水女子大学）
⑤-2 在宅介護における事業所による距離感の構築の考

察
角　能（東京大学）

⑤-3 家族主義レジームにおける福祉分業への価値意識
―中国農村部調査データの分析―

徐　堯（京都大学・院）

⑥社会的排除・生活史（第6講義室） 司会　蘭由岐子（追手門学院大学）
⑥-1 女性の幼少期からの暴力被害経験と社会的排除 杉野衣代（お茶の水女子大学・院）
⑥-2 シングルマザーの資源の選択と活用

―家庭の編成資源に着目して―
横木那美（大阪大学・院）

⑥-3 複数回の被災を乗り越えて生きる女性のライフヒスト
リーから生活の転機を考える 
―昭和8年の三陸大津波を経験した女性への聞き
取り調査を手がかりとして―

竹村祥子（岩手大学）

⑦家事・育児（第7講義室） 司会　永井暁子（日本女子大学）
⑦-1 夫の家事・子育て参加が妻の生活満足感と仕事充

実感に与える影響
森中典子（お茶の水女子大学・院）

⑦-2 地域移動と父親の家事・育児参加
―職場環境とサポートネットワークに着目し
て―

相川頌子（お茶の水女子大学・院）

⑦-3 乳幼児を持つ若年男性の家事育児参加と仕事の調整
―中国におけるインタビュー調査を通して―

田　 （お茶の水女子大学・院）

テーマセッション（3）企画全体提案型：書評セッション

稲葉昭英・保田時男・田渕六郎・田中重人編，2016『日本の家族　1999-2009 
―全国家族調査［NFRJ］による計量社会学―』東京大学出版会（第2講義室）

オーガナイザー　保田時男（関西大学）・稲葉昭英（慶應義塾大学）
　　　　　司会　保田時男（関西大学）

（3）-1 日本の家族に関する計量分析の地平 
―『日 本 の 家 族1999–2000― 全 国 家 族 調 査
[NFRJ]による計量社会学』に学ぶ―

石田　浩（東京大学）

（3）-2 人口学の立場から 鈴木　透（国立社会保障・人口問題研究所）
（3）-3 家族社会学の立場から 渡辺秀樹（帝京大学）

討論者 稲葉昭英（慶應義塾大学）
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ポスターセッション（第2演習室）

展示時間　9 : 15～16 : 45　　質疑応答時間　13 : 15～14 : 15
P-1 中山間地域における農村女性のライフコース選択と

世代更新の様相 
―4時点パネル調査の結婚コーホート分析より―

佐藤宏子（和洋女子大学）

P-2 地域と夫婦出生力―合計結婚出生率による検討― 余田翔平（国立社会保障・人口問題研究所）
岩澤美帆（国立社会保障・人口問題研究所）

P-3 中年世代の高齢者介護意識にみる選好と予測 
―性別役割との関連に着目して―

中西泰子（相模女子大学）

P-4 「開かれた住まい」言説と教育化・ジェンダー化
される家族 
―育児言説の社会理論に依拠して―

高橋　均（北海道教育大学旭川校）
天童睦子（宮城学院女子大学）

P-5 浮気と甲斐性 
―不倫行動の規定要因とその男女差―

五十嵐　彰（東北大学・院）

P-6 きょうだいデータによるライフイベントの分析と
課題

苫米地なつ帆（東京大学）

午前の部2 11 : 00～13 : 00

自由報告（4）

⑧家族の地域性（第4講義室） 司会　嶋﨑尚子（早稲田大学）
⑧-1 子育て期世代の家族形成と「いえ」継承の傾向

―茨城県久慈郡大子町の場合―
水嶋陽子（常磐大学）

⑧-2 親子同居の地域差
―都道府県別同居可能率と同居実現率の算出
の試み―

丸山洋平（福井県立大学）

⑧-3 ドイツ人学生の家族関係を通した家族観 山本菜月（お茶の水女子大学・院）
⑧-4 フランスのムスリム移民二世における宗教的飲食

制限の家族関連要因の変化
小島　宏（早稲田大学）

⑨離婚・ひとり親（第6講義室） 司会　杉野勇（お茶の水女子大学）
⑨-1 失業率と離婚率の関係とその趨勢

―1950–2015年都道府県パネルデータを用い
た分析―

麦山亮太（東京大学・院，日本学術振興会）

⑨-2 日本における離婚の世代間連鎖について
―東大社研パネル調査の分析結果から―

茂木　暁（東京大学）

⑨-3 離別者の家事労働―親同居の効果に着目して― 柳下　実（首都大学東京・院）
不破麻紀子（首都大学東京）

⑨-4 シングルマザーの家族生活と仕事生活に関する生
活戦略 
―世帯類型による比較―

末盛　慶（日本福祉大学）

－9－



⑩結婚・配偶者選好（第7講義室） 司会　永田夏来（兵庫教育大学）
⑩-1 女性の配偶者選好の計量分析

―社会経済的地位との関連に注目して―
永瀬　圭（京都大学・院）

⑩-2 「婚活」が結婚への移行に与える影響 コルムシ　オリガ（お茶の水女子大学・院）
⑩-3 共同体的結婚慣習の衰退と未婚化・晩婚化の進展Ⅰ

―交際相手のいない未婚者の増加―
中村真理子（国立社会保障・人口問題研究所）
加藤彰彦（明治大学）

⑩-4 共同体的結婚慣習の衰退と未婚化・晩婚化の進展Ⅱ
―「見合い結婚から恋愛結婚へ」とは何であった
か―

加藤彰彦（明治大学）
中村真理子（国立社会保障・人口問題研究所）

ラウンドテーブル

『家族社会学研究』の30年の歩み（第2講義室）
オーガナイザー・司会　池岡義孝（早稲田大学）

話題提供者 池岡義孝（早稲田大学）
石原邦雄（成城大学）
藤崎宏子（お茶の水女子大学）
米村千代（千葉大学）

昼食・委員会 13 : 00～14 : 15

ポスターセッション　質疑応答時間 13 : 15～14 : 15

午後の部 14 : 15～16 : 45

公開シンポジウム（共催：日本学術会議社会学委員会社会理論分科会）

日本とアジアの家族―社会調査で捉える現状と変容―（総合研究3号棟共通155講義室） 
司会　 松田茂樹（中京大学） 

菊地真理（大阪産業大学）
趣旨説明　渡辺秀樹（帝京大学）
2000年代における現代日本家族の動態 

―NFRJの分析から―
田渕六郎（上智大学）

東アジア社会調査による日韓中台の比較 
―EASS2006家族モジュールの分析から―

宍戸邦章（大阪商業大学）

アジアの家族変動と家族意識 
―アジア家族比較調査（CAFS）からみた多様性と共通性―

岩井八郎（京都大学）

討論者 佐藤嘉倫（東北大学）
神原文子（神戸学院大学）
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